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９月は「障害者雇用支援月間」です

「障害者雇用支援月間」では、事業主をはじめ広く国民一般に

対して障害者雇用の機運を醸成するとともに、障害者の職業的自立

を支援するため、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、

都道府県、厚生労働省が連携して、全国で様々な啓発活動を展開し

ています。

この期間において、一人でも多くの障害者の雇用創出を図るため

県内のハローワークでは就職面接会を開催しています。ぜひ、この

機会に障害者雇用について考えてみませんか。

障害者雇用に関するご相談は管轄のハローワークまでお問い合わ

せください。

静岡県最低賃金が時間額１,１５４円に改正されます
（１０月１５日～）

９

障害者雇用支援月間について
（政府広報オンライン）

障害者面接会について
（静岡労働局HP）
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静岡県最低賃金の改正について、静岡地方最低賃金審議会

（会長 畑隆）での審議を経て、静岡労働局長は、

時間額 １，１５４円 （改定前 1,097円）

発効日 令和８年10月15日

とすることを決定しました。

なお、事業場内最低賃金の引上げを支援する「業務改善助成金」

の申請期間は、令和８年９月１日から同年１0月14日までです。

その他、各種支援策や「静岡働き方改革推進支援センター」で

の無料相談などをご活用いただき、最低賃金への対応をお願い

します。

○ 業務改善助成金 コールセンター 0120-366-440

 申請先：静岡労働局 雇用環境・均等室

○ 静岡働き方改革推進支援センター 0800-200-5451
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業務改善助成金
（厚生労働省HP)
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支援センター
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https://www.gov-online.go.jp/data_room/calendar/202609/event-4495.html
https://jsite.mhlw.go.jp/shizuoka-roudoukyoku/news_topics/topics/_120559_00113.html
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/zigyonushi/shienjigyou/03.html
https://hatarakikatakaikaku.mhlw.go.jp/consultation/shizuoka/
https://jsite.mhlw.go.jp/shizuoka-roudoukyoku/roudoukyoku/roudou/chingin/newpage_00059.html


第77回  全国労働衛生週間が展開されます
（ 10月１日～７日 ）

今年も、９月を準備期間として、10月１日から７日まで、

全国労働衛生週間が展開されます。

労働者の健康をめぐる状況は、高齢化の進行により一般健

康診断の有所見率が上昇を続けているほか、何らかの疾病を

抱えながら働いている労働者が増加しています。

また、精神障害による労災認定件数は、過去最多となり、

特に小規模事業場におけるメンタルヘルス対策を含めた労働

者の健康確保や取組の推進が重要となっています。

静岡労働局では、県下の労働基準監督署と各地区の労働基準協会と連携し実施事項の説明会

を開催するほか、事業場における自主的な労働衛生管理活動の一層の促進を図るよう呼びかけ

ていきます。

新規高等学校卒業予定者を採用予定の事業主のみなさまへ

令和９年３月新規高等学校卒業予定者の採用選考が令和８年

９月16日より始まります。新卒者にとっての「就職」は、それ

までの学校生活から職業生活に移行する、いわば「人生の大き

な転換点」であり、採用選考が本人の適性・能力に基づいた採

用基準により適切に行われるかどうかは、その方の今後の将来

を左右しかねない重大なこととなります。

事業主の皆様には、この公正な採用選考の考え方についてご

理解いただき、応募者の方に広く門戸を開き、差別のない公正

な採用選考を実施していただくようお願いします。

詳しくは、静岡労働局ホームページをご確認ください。

～ 令和８年度 全国労働衛生週間スローガン ～

ひとりひとりが貴重な人材
心も体も健やかに みんな生き生き健康職場

◇ 採用選考時に、本籍・出生地などの本人に責任のない事項や思想・信条に関わる本来自由である

 べき事項について質問したり、身元調査などを行うことは、就職差別につながるおそれがあります。

◇ 新規高等学校卒業者予定者の応募用紙は厚生労働省、文部科学省及び全国高等学校長協会が協議

 して定めた「全国高等学校統一用紙」を使用し、事業主が独自に作成した応募用紙を使用しないで

 ください。
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令和９年３月高校卒業予定者の求人・求職状況を
公表しました

令和８年熊本地震の災害に伴う雇用調整助成金の
特例措置を実施します

令和８年熊本地震に伴う経済上の理由により事業活動の縮小を余儀なくされ、雇用調整を

行わざるを得ない事業主の方に対して、雇用調整助成金の特例措置（下記参照）を実施します。

休業等の初日が令和８年７月28日から令和９年１月27日までである場合が対象です。

お問い合わせ先：助成金センター（TEL：054-275-3010）

令和９年３月高校卒業予定者に係る求人数は、16,892人で過去３番目、求人倍率は3.34倍

で過去2番目となりました。

【新規高校卒業者に対する
求人活動スケジュール】

・高校が事業所へ応募書類を

提出 ・・・ ９月５日以降

・企業による選考及び採用内定

開始 ・・・ ９月16日以降

・一人３社までの応募・推薦

可能 ・・・ 10月16日以降

・就業開始 ・・・ 卒業後

全国の事業所を対象とした措置
１ 令和８年熊本地震に伴う経済上の理由により事業活動を縮小する事業主が

 対象となります
２ 生産指標の確認期間を３か月から１か月に短縮します
３ 最近３か月の雇用量が対前年比で増加していても助成対象とします
４ 地震発生時に事業所設置後１年未満の事業主も助成対象とします
５ 計画届の事後提出を可能とします

10月は「年次有給休暇取得促進期間」です

年次有給休暇を取得しやすい環境づくりに取り組みましょう

年次有給休暇は、正社員、パートタイム労働者、シフト制

労働者などの区分に関係なく、法律の要件を満たしている

すべての労働者に付与されます。

年次有給休暇の取得促進のためには、計画的な業務運営や

休暇の分散化にも資する年次有給休暇の計画的付与制度や、

労働者の様々な事情に応じた柔軟な働き方・休み方に資する

時間単位の年次有給休暇の活用が効果的です。

詳しくは、特設サイトをご確認ください。 年次有給休暇の計画的
付与制度について
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時間単位の年次有給
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【高校卒業予定者の求人・求職状況（７月末時点）】
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編集/発行 静岡労働局 雇用環境・均等室 TEL 054-252‐5310 

〒420-8639 静岡市葵区追手町9番50号（静岡地方合同庁舎5階）

公式 𝕏でも情報を発信しています

https://x.com/SZOKMHLWitter
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静岡県 全国

＜雇用情勢の概況＞
令和８年７月の有効求人倍率（季節調整値）は1.10倍となり、前月を0.02ポイント上回りました。
静岡労働局では、県内の雇用情勢について、「改善の動きに一段と弱さがみられる。引き続き、

物価上昇等が雇用に与える影響に注意する必要がある。」と判断しています。

有効求人倍率
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静岡県有効求人倍率（令和８年７月）

令和８年７月末時点における静岡県内の労働災害による
死亡者数は19人と、前年同期比で５人増加し、直近５年間で
最多となっています。また、８月にはわずか１か月の間に
５人もの尊い命が労働災害により失われるなど、極めて憂慮
すべき状況となっています。
このため、静岡労働局では８月31日に「労災死亡事故多発

警戒」を発令し、すべての事業場に対し、死亡災害の撲滅に
向けた緊急かつ徹底した取組を強く呼びかけています。
事業主の皆様におかれましては、職場の危険箇所や作業手

順を今一度総点検し、必要な対策を直ちに講じていただくと
ともに、「自社から決して死亡災害を発生させない」という
強い決意のもと、労働災害防止対策の徹底に取り組んでいた
だくようお願いいたします。
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労働災害発生状況（令和８年７月末時点）及び
「労災死亡事故多発警戒」の発令
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